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　私の大好きだった祖父は、人のために食べることも、
寝ることも忘れて働く整体師でした。モンゴルでは大切
な人が亡くなるとシャーマンのところに行きます。祖父
が亡くなった時、私もシャーマンのところに行きまし
た。シャーマンはとくべつな踊りをして「あなたのおじ
いさんからのエネルギーを受け取ってください」と言い
ました。私はその踊りで祖父からエネルギーをもらいま
した。
　私は、祖父のように、人を助ける仕事がしたくて、モ
ンゴルの病院でお年寄りのお世話をしていました。私は
介護の仕事が大好きです。もっと高い介護の技術を学び
たくて日本に来たいと思いました。そのためには、日本
語が出来なければなりません。 ５人の子供を育てていて
目がまわるほど忙しいママでしたが、時間をなんとか見
つけて日本語を一生懸命勉強しました。働きながら日本
語を勉強するのはとても大変です。でも、今は日本語を
学ぶことが面白くて楽しくなりました。
　今年99歳になるＩ・Ｙさんは、私の亡くなった祖父と
顔がとてもよく似ています。Ｉ・Ｙさんは、ほとんどの
ことを忘れてしまいますが、どうしたことか私のことだ

けは絶対忘れません。若い時の小学校の先生の仕事のこ
とや家族のことをよく話してくれます。私のモンゴルに
残してきた子供たちのこともよく聞いてくれます。私の
日本語の発音が悪いと直してくれます。病室でわざと
「それ持ってきて」と指をさします。マスクを持ってい
くと私に「カタカナでマスクと言いますよ」と言葉を覚
えさせようとします。次の日に同じことをして、教えた
言葉を覚えているか試験します。私が忘れていると「昨
日、教えたでしょう」と叱られます。私が、悲しそうに
していると、面白いお話しをして笑わせてくれます。仕
事がうまく出来たときには誉めてくれます。いつも「目
標に向かって頑張ってください」と励ましてくれます。
私の方がお世話する立場なのにＩ・Ｙさんに支えられる
ことがたくさんあります。
　Ｉ・Ｙさんは、先生のときのように、私を大切な生徒
と思ってくれています。だから私のことを絶対忘れない
のでしょう。私は、Ｉ・Ｙさんのことを亡くなった祖父
のように「おじいちゃん」と呼んで、心から大切にして
います。私は亡くなった祖父に、日本でもう一度会った、
そんな気がしています。
　私はＩ・Ｙさんも、病院でお世話する全ての患者さん
も、自分の祖父のように、もっともっと大切にしたい。
シャーマンを通じて祖父からのエネルギーを受け取った
この手で、日本のお年寄りを、心をこめてお世話します。
これからも日本語能力をもっともっと高めて日本の進ん
だ介護の技術を身につけ、患者さんたちに笑顔で「あり
がとう」と言われるように頑張っていきます。
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　広い森と澄んだ空気、山々に囲まれる美しい自然にあ
ふれる長野県に住んで ２年半がたちました。毎日、介護
とモンゴルとは全くちがう異文化に慣れるため、最初の
一年はあったという間に過ぎました。日本に慣れなくて
外出もできず、日に日にモンゴルに帰りたくなり、ホー
ムシックになり始めました。しかし病院に新しい患者さ
んが入院してきて転機が訪れました。その方は私の祖父
にそっくりでした。祖父と双子の妹のように似ていて
「運命だ」と思いました。
　Ｕ・Ｔさんはいつも素敵な笑顔で挨拶してくれる和や
かな人です。とても92歳には見えません。Ｕ・Ｔさんは
昔中学校の数学教師だったそうです。私のことをすぐに
忘れてしまうため、毎日初対面の人のような感覚です。
数学教師になるために必死で勉強した20代、 ３人の子育
てに忙しかったお母さんのときまで様々な経験をしまし
た。孫の名前ははっきり覚えいるのに、長年連れ添った
旦那様の名前は忘れてしまう。長い時代を超えて共に人
生を旅した旦那様なのに…。
　私は毎日Ｕ・Ｔさんの病室に通い、日本語の読み書き

や発音、挨拶に加え、尊敬語や方言まで教えてもらいま
した。毎日顔を合わせているうちにＵ・Ｔさんの色々な
事について知り、とても尊敬するようになりました。コ
ロナ禍の ３年間で医療施設が逼迫し、医療従事者がとて
も忙しく働いていた時期に、この病棟でも感染者が発生
しました。Ｕ・Ｔさんも感染してしまい、転室して隔離
されました。Ｕ・Ｔさんは痰を絡ませて吸引したり、自
分で食べられたのに食事介助が必要になったりするほど
でした。
　Ｕ・Ｔさんは回復しても心肺機能が段々と低下しまし
た。私の夜勤明けの二日間の休み中、Ｕ・Ｔさんは激し
く咳をして、ろくに食べられなかったそうです。病室に
入ると寝たまま何も言いません。私は １人きりでいつも
通り天気の話しを始めました。すると、彼女は頷いて目
をあけ優しい目で「ご苦労様」と言ってくれました。翌
日、私は空っぽのベッドに取り替えられた真っ白なシー
ツを見て心から悲しくなりました。外を見ると赤い夕日
が美しく輝きながら沈んでいきました。Ｕ・Ｔさんは亡
くなりましたが、彼女の素敵な笑顔と優しさは朝昇る太
陽よりも暖かく感じました。
　私がモンゴルと日本で経験したことや時間はＵ・Ｔさ
んの人生に比べるとほんの少しだけです。来日する ５年
前に亡くなった祖母には、私が今しているお世話はでき
ませでした。祖母の人生を詳しく知ることも、沢山お話
しする事もできませんでした。日本で介護を学んではじ
めて気付きました。モンゴルに帰国したら両親や子供、
年配の方々に日本で学んだことをしっかり伝えていきます。
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